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① 仙台市立荒浜小学校運動会支援 (5月31日・土) 

 ３０度を超える熱い中、１９名のボランティア学生は、先生方の指導の下、朝８時から
東宮城野小学校（仮校舎）の校庭で行われた運動会の事前準備、競技の補助、後片付けな
どの支援活動を行った。初めて参加する学生に対して、先輩（4年生）からの助言もあり、
学生同士の学び合いも見られた。 

② 仙台市立中野小学校運動会支援 (6月7日・土) E5015 幼児教育コース 藤原香帆 

③ 第11回復興カフェ in Miyakyo 開催 (6月11日・水) 

 第11回は、日系アメリカ人ジャーナリストで映画制作者の、ダイアン・フカミ氏に「日系アメリ 
カ人ジャーナリストからみた東日本大震災」をテーマに、記録ドキュメンタリー映画“Stories from 
Tohoku”の製作に至った経緯や想いをお話いただいた。その後、映画上映を行ったが、フカミ氏か 
ら「何かを受け入れながら前に進んでいく」東北の姿を伝えたかったとのメッセージがあった。 

 あいにくの雨により決行が危ぶまれたものの、状況によって体育館や校庭へ移動しなが
ら無事運動会が開催された。体育館で競技を行うと決まった時には、少し残念そうな様子
の子どもたちでしたが、競技が始まると一変、全力で一つ一つの種目に取組み、そして全
力で楽しんでいた。運動会全体を通して、今まで見たことのない彼らの姿、表情を見るこ
とができ、本当に嬉しかった。私自身、週に一度ボランティアとして活動させてもらって
いるが、これからも活動を続ける中で、子どもたちのため、中野小学校のために、自分に
出来ることを一生懸命頑張って行きたいと改めて強く感じた一日だった。 



④ 被災地視察研修 4回開催 (6月14日・土～6月29日・日) 

 6月の土日に、通算15～18回目の被災地視察研修を実施した。今回は全コース学生企画で、気仙沼コース、
半日コース・2回、南相馬コースで、参加人数は4日間で109名であった。刻々と変わる被災地には慰霊碑な
どが建立されているが、6月15日（日）には、名取市日和山近くにてお地蔵さんの建立式典が営まれていた。 

震災遺構候補の宮城県気仙沼向洋高校 

岩沼市千年希望の丘にて集合写真 

お地蔵さんプロジェクトによる建立式 

カナダ政府からの寄付により建設されたメープル館にて昼食 

南相馬市小高区役所前にて出身の学生から説明を受ける 
偶然地元の方のお話を聞くことができた 



⑤ JENESYS2.0（タイコース）来訪 (6月23日・月) 
 5月末のフィリピンコースに続き、JENESYS2.0の「防災」をテーマにタイの大学生等39名が来訪した。 
 センター職員より、本学の説明や教育の復興状況を聞いた後、タイの学生による演奏、ムエタイ、教職員 
も交じった踊りの披露があった。その後、本学の学生との交流のひとときを過ごした。 

⑥ 不安解消会（7月16日・水） 
 夏休みの学習支援ボランティア活動を実施するにあたり、参加学生の不安（特に一年生）を取り除くこ
とを目的に、ボランティア協力員（1年生、2年生）が不安解消会を開催した。中井センター長の開会の挨
拶後、ボランティア経験者の話、Q&Aなどが紹介された。この不安解消会は、夏期休暇中の学習支援ボラ
ンティアの壮行会も兼ねている。 

⑦ オープンキャンパス（8月1日・金）  
 本学のオープンキャンパスで、教育復興支援センターにも大勢の見学者が訪れ、ボランティア協力員た 
ちが対応した。学生が集うミーティングルームで、ボランティア活動の話に耳を傾ける高校生も大勢いた。 



⑧ 平成26年度 夏期期間中のボランティア一覧（8月4日付け）  
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